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· 本研究会のねらい
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本研究会の「ねらい」は，“WEBアプリケーションの開発”という具体的な作業を通して，以下のような図に見られる，企画・デザイン・実践・評価の一連の流れが試行錯誤を繰り返しながらできる人になって欲しいというものである．またそれら一連の流れの中で，常に必要になるのは発表と議論であり，同時に，技術や教育といった要素も求められるようになる．

こうした基本理念に今回の研究会を当てはめてみると，一連の流れの繰り返しは企画・設計・実装・評価というWEBアプリケーションの開発過程で体験する事になる．プロトタイプ・本実装でこの過程のイテレーションを2回行う事ができる．今回は企画・設計・実装・評価の各段階で担当するグループが違うので，自分が企画から考えて実装して仕上げるよりも，よりそれぞれの各段階の分け目が明確になり，他人との関わり合いがでてくるようになる．このことでプレゼンテーションと議論（ミーティング）が重要になってくる．企画や設計に関しても，自分のアイデアをUMLと言う技術を生かして伝達し，意識の共有に挑戦することが課題になる．単純な技術力に関して言えばWEBアプリケーションを構築する際に必要になるJAVAの能力に関しても求められるものである．グループを組めば能力差，得意分野の違いがメンバー間にあるだろう，そうした中で自然とメンバー間の教育もグループワークを進める上で必要になってくるはずである．

· 補足

· UMLで何を教えたいか？

· UMLを使って人に何かを伝えることは“相手に自分のアイデアの教育”をするという事である．相手に自分のアイデアや考え方を伝える事は非常に難しいが重要であり，相手と自分の幸せに直結する意義深い事である．今回の研究会では，最低限の講義と多くの実際のやり取りでUMLを学んでもらう事にした．前述したような，“幸せ”は幸せになる“人”がいなければ実感する事は難しい．

· 授業に関する基本設定情報の確認

· 前提科目・履修条件

· オブジェクトプログラミング

· 未履修でも同等のJAVAに関する知識を有する事が望ましい

· 最大受け入れ人数

· 希望者全員が基本（制度的な上限が30人）

· 授業の基本的な進め方と内容について

· 企画を個人ベースで考える

· 企画は評価可能なものに限る

· 企画をグループ数に絞込み，企画に興味のある人を募る（※グループの上限は3人）

· 企画の選定を慎重に行う

· 企画班を結成し，発案者以外の意向も踏まえてグループで1つの企画を立ち上げる

· この時点で企画はグループ全体のものになる

· 企画に（実装する側として）興味のあるグループとカップリングする

· ある企画班はそのペアグループの実装班であり，ペアグループの企画に対する実装班を兼ねることになる

· UMLで意志共有を計りながら開発を行う

· サブゼミはその為のUMLと実装に関するものを開く

· お互いの開発工程と実装に関する評価を行う

· プロトタイプと本実装のテストと評価は最低でもペアグループが行うことにする

· お互いに最終提出物を提出し，授業が終了する

· グループ間のやり取りとそれぞれの役割

· 企画班

· 企画そのものに対する決定権を持つ

· UCのたたき台を作る（企画内容はここでかためる）

· UCに対する議論をする

· 概念モデルに対する説明＆修正

· プロトタイプへのダメだし

· 最終発表にむけて適宜インタビュー

· 実装班

· 企画そのものにはアドバイスや交渉はできるが、決定権はない

· UCに対する議論をする

· 概念モデルの作成&手直し

· クリティカルな機能に対するプロトタイプを提出

· 最終発表にむけて適宜インタビュー

· 最終提出物

· 最終レポート

· グループレポート

· 各個人のレポート（担当箇所を明記）

· WEBアプリ本体

· 評価シート

· 成績評価配分
· UMLテスト：25％

· 相互評価シート：25％

· 大岩先生からの評価：50％

· 毎回のプレゼン，相互評価シートの総合的な視点からの評価，最終提出物に対する評価 

· 評価シートについて

評価シートは前項の作業の流れに基づいて設計し，それぞれの段階ごとに評価項目を設けた．

実際の作業ではそれぞれのグループにおいて様々な状況が発生し，設定する項目の予測にも限界があると思われるので，大まかなポイントを記述し，それぞれの段階ごとに自由な評価コメントを書くことことのできるような枠を設けてある．（別紙「相互評価シート」参照）

· テストとサブゼミについて

· 前半のUMLサブゼミでは1週間前に来週のサブゼミの資料をWebに載せるので予習をしてください。

· 一緒にテストも載せます。そこからそのままテストが出るので資料を予習して解いてみてください

· 授業ではでまずUMLテストをやってもらいます。

· UMLテストは評価に入るので予習をがんばってください。

· サブゼミでは知識の確認と問題の解説を行います。

· 具体的な日程と内容について


第1回(9/26)「オリエンテーション」
· 授業内容

· 授業の進め方や評価について詳しい説明を行う

· サブゼミ

· なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第2回(10/3)「個人企画の発表とチームメンバー決め」
· 授業内容

· 冒頭にUMLテストをします。（ユースケースについて）

· 全員個人企画を発表する

· お互いつっこみをいれていくことで企画を履修者÷3くらいの数に絞る

· 興味をもった企画のところにそれぞれ集まって、チームを組む。

· 古株な人には多少人数合わせしてもらうかもしれません。ごめん。

· サブゼミ

· ユースケースの知識の確認とテスト解説をします

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第3回(10/10)「チームごとの企画発表とカップリング」
· 授業内容

· 冒頭にテストをします

· 企画発表に対し、みんなでつっこむ。ここでたたかれることでいろいろな事が見えて、
今後の開発が楽になるはずです。

· チームごとの企画が確定したら，カップリングを行って実装班と企画班を決定する

· サブゼミ

· 静的モデルの知識確認とテスト解説をします

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第4回(10/17)「飲み会」
· 授業内容

· 冒頭にテストをします

· 飲み会はさわいで仲良くなりましょう

· サブゼミ

· 動的モデルの知識確認とテスト解説をします

· 授業後の考慮事項

· 飲み明かしましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第5回(10/24)「UC発表」
· 授業内容

· 発表はサブゼミをつぶしてじっくりしましょう（全グループ）
どんな議論が行われてきたかを企画側、開発側それぞれの立場から発表してください。
ユースケース文書は全グループ用意してください。資料や発表の内容は評価の対象になります。

· サブゼミ

· なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第6回(10/31)「概念モデルレビュー①&「今週の議論」」
· 授業内容

· 概念モデルのレビューと今週の議論の発表を行います

· 「今週の議論」ではそれぞれの立場からみた視点で発表してください。

· サブゼミ

· 実装系サブゼミ，その１（詳細は未定です。アンケートや様子を見て決めます）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第7回(11/7)「同上②&「今週の議論」」
· 授業内容

· 今週も概念モデルのレビューと今週の議論の発表を行います

· 先週との違いをみるのでその点も考慮してください。

· サブゼミ

· 実装系サブゼミ，その２（詳細は未定です。アンケートや様子を見て決めます）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第8回(11/14)「プロトタイプの指針&「今週の議論」」
· 授業内容

· プロトタイプの指針についての発表を行います

· プロトタイプは企画側を安心させるために、企画の中でクリティカルな機能を
きちんと動くかたちで発表してもらうのでどのようなものをつくるか発表してください。

· 今週の議論はあります。

· サブゼミ

· 実装系サブゼミ，その３（詳細は未定です。アンケートや様子を見て決めます）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第9回(11/28)「プロトタイプの指針&「今週の議論」」②
· 授業内容

· プロトタイプの指針についての発表を行います

· プロトタイプは企画側を安心させるために、企画の中でクリティカルな機能を
きちんと動くかたちで発表してもらうのでどのようなものをつくるか発表してください。

· 今週の議論はあります。

· サブゼミ

· 実装系サブゼミ，その４（詳細は未定です。アンケートや様子を見て決めます）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第10回(12/5)「中間発表」
· 授業内容

· プロトタイプの発表を行います

· 全てのグループを回します

· 動かないは問題外です

· 企画班からの評価をプレゼンしてもらう事を忘れずに…

· プロトタイプは本実装に向けて「作り直すもの」という前提です

· サブゼミ

· なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第11回(12/12)「ソースコードレビュー①&「今週の議論」」

· 授業内容

· ソースコードレビューと今週の議論の発表を行います

· 開発途中のものではなく、一応現段階で動いているものを発表してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第12回(12/19)「ソースコードレビュー②&「今週の議論」」
· 授業内容

· ソースコードレビューと議論の発表を行います

· 先週との変化をみるのでそのあたりも考慮してください。

· サブゼミ

· 実装系サブゼミ，その５（詳細は未定です。アンケートや様子を見て決めます）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第13回(1/16)「予備」

· 授業内容

· 様子を見て決めます

· 最終発表の日程確認を行います

· 相互評価シートについて事前に内容確認を行います

· 最終提出物の確認を行います

· サブゼミ

· 未定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学期終了後（日時未定）「最終発表大会」
· 今までの最終成果発表と提出物締め切り日です
大岩 元 研究会Ⅱ（形態：B型，取得単位数：2単位，毎週木曜日5時限）


“WEBアプリケーションの開発”


シラバス


 計画責任者：青山，杉浦 
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